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「学ぶ姿勢」

隣にある子供たちの遊び場である公園の木々も枯れてきました。朝、駐車場から学園まで歩いていると、「カサッ、カサッ」と落ち葉を踏みしめる音がしてきます。周りの赤や黄色の艶やかな色合いも、この季節ならではの晩秋のもの悲しさを感じさせてくれます。そして、初雪です。すでに、層雲峡や峠の頂からは便りが届いてきました。ここ岩見沢の地でも、本格的な冬の到来の前触れを感じさせるきりっとした風情を醸し出しています。学園も、いつ冬が来てもだいじょうぶなように準備を進めています。
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９月のあの地震からもう２か月近くがたちました。私たちの生活も少しずつ日常を取り戻しつつあります。子どもたちも学園や学校での生活に落ち着きが見えてきました。しかし、学園の中ではあの地震の後に、ボイラーの不具合や水道管の漏水が見つかったりと、その修理に追われました。これが被害の大きかった地域では道路の陥没や家屋の倒壊などで家に帰ることもできずに、避難場所や知人を頼った生活を余儀なくされた方々の心労は如何ほどのものかと思ってしまいます。最近の朝晩の冷え込みを考えると、あの地震が冬だったらと思うと改めてぞっとしてしまいます。これからは、想定外を想定内として準備をしていかなければならないと考えています。
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先日、ドキュメンタリ漫画の『義男の空』のモデルとなった医師の高橋義男先生の講演を聞く機会がありました。「老人は、昨日できたことが今日できなくなる。若い人は、昨日できなかったことが今日できるようになる」。己を顧みて、なるほどなあ、と頷かざるを得ませんでした。その中で、「動物は本能で生きるすべを身につけるのに対して、人は見て覚えることによって生きていく知恵を身につけていく」といった内容を話されていました。前に「学習する、学ぶ、という言葉は真似る、という言葉から派生していると聞いたことがあります。赤ちゃんは親が話しかけていくことから少しずつ言葉を覚えます。周りの大人が小さな子供に対する愛情を通して人への思いやりを、友達との交流で人との関りを覚えていきます。勉強もそうです。過去の学問をなぞりながら自分の知識としていくのです。少しずつ大人に成長してきている子どもたちに、今、大人である私たちは何を学ばせればよいのでしょうか。自分が成長してきた証としての知識や技術はもちろんですが、今まで培ってきた個人としての人間性や社会性を、真正面から向き合って子供たちに示してあげることではないか、と考えています。そのためにも、今に止まることなく、常に前に、深く広く自分を高めていくしかないのでしょう。これからも、己を磨くために学び続ける姿勢を持っていきたいと考えています。
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深まりゆく秋、夕方５時にはもう真っ暗です。しかし、子どもたちが身体や頭脳を活かし、色々なことを経験するには最も適した時期でもあります。１０月２８日には小学校の学芸会がありました。中学２年生は宿泊学習がありました。職場体験学習もありました。学園でも１０月２１日には、起案から計画、運営、そして後片付けまでを、職員と一緒に子供が作り上げた「光が丘学園大野球大会」を、市内の瑞穂球場を借りて行いました。１１月になると、幼稚園の学芸会があります。そして、中学３年生は進路決定の時期を迎えてきます。日々の活動を通して経験を積み、目で見て、想像して、考えながら学んでいく子供たちの姿を見守っていきたいと考えています。
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施設長　吉　田　幸　雄
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11月行事予定
3日（土）　　文化の日

　　　　　　 光陵中授業参観日

5日（月）　　光陵中振替休日　 8日（木）　　光陵中3年学力テスト（総合Ｃ）

 10日（土）　　南小開校記念日

16日（金）　　新篠津高学校祭（第1日）

17日（土）　　新篠津高学校祭（第2日　公開日）

　　　　　　　 駒沢幼稚園生活発表会　

19日（月）　　南小参観日（全学年）　南小2年親子遠足

駒沢幼稚園・新篠津高振替休日

 20日（火）　　岩農中間テスト（～１１／２２）

22日（木）　　光陵中中間テスト

23日（金）　　勤労感謝の日

学園外食行事

24日（土）　　誕生日会

 27日（火）　　新篠津高教育相談

28日（水）　　栗山中間テスト（～１１／３０）

.
. -ご厚志　ご寄贈など　感謝申し上げます（10月１日～31日）

　(ご芳名もれをお許しください)

コープさっぽろ　様　　岩見沢更正保護女性会　様　　ＪＡ北海道　様　　岩見沢人形劇協議会　様　　

オリックス宮崎財団　様　　コンパル岩見沢　様　　ビクトリア観光　様　　美容室のじり　様　　

細川　　悟　様　　河内克彰　様　　荒川博之　様　　宿南信夫　様　　佐々木純一　様　　清水正明　様

善生哲雄　様　株式会社　ティーバイティーホールディング　様　　川津　様　　ニューモート美容室　森下理恵　様　

.


　はじめての試みということで、企画段階で色々な学びが大人にはありました。日々の活動にも自然と野球が増え、その中で道具の使い方や人との関わり方など学ぶことも多くありました。行事当日は、ルールや動き方など、わからないながらも楽しく参加する小学生をはじめ、それぞれが楽しくチームプレイに汗を流していました。大きなケガもなく、子ども達からは「毎年やりたい」、「今度は温泉に入りたい」など希望が聞こえました。是非今後もこういった行事を行っていきたいと思います。


　　-男子グループ　南圭輔-








　各チームでワイワイと衣装づくり。何日も前から子ども達の会話は「何になるのー」と盛り上がっていました！いよいよ当日、ゾンビに、猫に、ブドウに・・・・。それぞれの仮装に身を包み、お菓子を作って「トリックオアトリート」、笑顔がはじける、楽しい１日でした。


-女子グループ　川口紀子-


おかしづくり、仮装をしてのトリックオアトリート、どららも幼児さんから中学生まで参加したみんなが楽しく過ごしていたように思います。


‐男子グループ　南圭輔‐





10月初旬に小学２年生のＭさんと年長のＨさん姉妹が新しい学園のお友達になりました。


よろしくお願いしますね！








「いろいろ」


　宿泊研修➡もはやトラウマ。動物が大好きで、上級学校訪問で動物の専門学校を見学してきました。犬とミッキーのおもちゃで遊び頭をなでようとしたら逃げられ悲しかったです。宿泊研修➡夜更かしした。


―女子グループ　中学2年生　Rさん―


「人生ゲーム」


　人生とは難しかったです。人と関われとても良かったです。


　　　　　－女子グループ　中学３年生　Nさん－


「いろいろあったこと」


　野球大会で勝ちました。楽しかったです。けど、ホームラン打ちたかったです。けどうれしかったです。すごく楽しかったです。学芸会もたのしかったです。ほめられました。人生ゲームもたのしかったです。ほんとは1位がよかったです。かなしかったです。けどたのしかったです。


－男子グループ　小学４年生　Ｓ君ー


「学芸会」


じゅげむのダンスをがんばったり、こえを大きくした。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


－女子グループ　小学3年生　Ｓさんー


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　














ジンギスカンでR君のお誕生日をお祝いしました。園長先生からのお祝いの言葉に褒められると照れていました。ゲームは“秋と文化”をテーマにダジャレ大会となり、みんなで盛り上がりました。最高得点は「このゲームとかけまして、受験とときます」でした。・・・・そのこころは？


どちらもうけることが大切でしょう・・・（笑）


‐女子グループ　小泉裕寿‐

















　Hさんを迎え、Mさんも本格的な遠出は初めてでしたが、みんなの楽しみに向かう力は団結し、元気に到着しました。急な大雨で、早めに帰ることになりましたが、短い時間でも、出会った動物に興味を持って楽しめていました。


　またゆっくり訪れたいと思います。


-幼児グループ　成田志保里-








　みんなで植樹に参加しました。Ｓさんは学校で教わった植物について教えてくれたり、Ｙ君、Ｋさんは草笛を思い切り楽しんでいます。植樹の際には皆真剣に植え、大きく育ってくれることを願いながらの作業となりました。


-男子グループ　藤井宏弥-














　いつもは卓上でやっている「人生ゲーム」が街中を舞台に繰り広げられ、今まで足を踏み入れたことのないお店に入って店員さんとのやり取りをしたり、地図を片手に、皆で相談しながらスタンプをもらってと楽しめました。みんな、たーくさんよく歩いたね。


　　-女子グループ　川口紀子-

















　皆で出掛ければ、やはりケンカばかりの仲間じゃないことを実感します。怒りっぽいところも周りのことが気になりすぎちゃう所もその子らしさとして、理解しながらまじわえる子達だと思います。


-女子グループ　西原潤子-








男子グループ　15歳　R君


　部活が終わり、時間が予定より遅くなったことでスタートが少し遅れてしまいました。中学生集団で行きたい中、部活動で参加できなかったS君は残念でした。


参加した3人はそれぞれに思い思いのアトラクションを楽しみつつ、皆で一つのスポーツもしたり、久々の外出行事で羽を伸ばせたようです。


-男子グループ　南圭輔　-





皆、この日に向けて一生懸命練習してきました。可愛らしいダンスから本格的な劇まで完成度が高かったです。６年生にとっては最後の学芸会、良い思い出になったと思います。


‐男子グループ　藤井宏弥‐


ロックのリズム打ち、落語の「じゅげむ」から６年生はミュージカルと見ごたえのあるものでした。終了後も何度もビデオを観ており、みんなの頑張っている姿、緊張もしたけれど、充実した発表会になりました。


　-女子グループ　川口紀子-








